
新旧対照表（PayPay商品券加盟店特約（エンタープライズ版））

項目 2026年6月14日まで 2026年6月15日以降

第1条

本特約において、以下の用語は、以下に定める意味を有する
ものとします。

(1)「PayPay商品券」とは、以下のいずれかをいいます。
　　①当社または提携先が定める条件に従って、当社が利用
者から対価の支払いを受けることなく付与する電磁的記録で
あって、PayPay商品券の種別ごとに使用できる加盟店が限定
されており、また、当社所定の有効期間を有する、商品等の代
価の弁済等のために使用しまたは値引きを受けることができ
るもの

　　②PayPay商品券の種別ごとに使用できる加盟店が限定さ
れており、また、当社所定の有効期間を有する、当社が発行
する前払式支払手段（資金決済に関する法律第 3条第1項に
定める前払式支払手段を含みますが、当社が対価の支払いを
受けることなく付与することもあります）

(2)「商品券加盟店」とは、加盟店のうち、当社または提携先が
定める条件に従って PayPay商品券が使用可能な加盟店とし
て選定された加盟店をいいます。

本特約において、以下の用語は、以下に定める意味を有する
ものとします。

(1)「PayPay商品券」とは、PayPay残高利用規約に従って当社
が発行するPayPay商品券をいいます。

(2)「商品券加盟店」とは、加盟店のうち、当社または提携先が
定める条件に従って PayPay商品券が使用可能な加盟店とし
て選定された加盟店をいいます。



新旧対照表（PayPay商品券加盟店特約（エンタープライズ版））

項目 2026年6月14日まで 2026年6月15日以降

第3条 

他決済との併用

1. 商品券加盟店は、PayPayユーザーが、対象商品等の
取引に係る決済をPayPay商品券によってすることを指
定した場合、当社所定の場合を除き、当該決済におい
ては別のPayPay商品券は併用させることはできませ
ん。ただし、商品券加盟店は、 PayPayユーザーから、
PayPay商品券の残高が不足している等の理由によ
り、商品券加盟店に対し、 PayPay商品券と現金または
別のPayPay商品券を併用した決済を希望する申し出
を受けた場合に限り、通常 1回のPayPay残高取引に
おいて処理されるべきものを複数回に分割して当該
PayPayユーザーと取引することを当社は承諾します。

2. 前項ただし書きの承諾は暫定的なものであり、当社は
加盟店に通知の上、いつでも本条に定める承諾を取り
消すことができるものとします。商品券加盟店は、当社
から当該通知を受領した後は、 PayPay商品券による
決済の場合であっても、加盟店規約等に定めるとお
り、通常1回の売上承認処理とすべき商品等代金を分
割等により複数の売上として処理する行為をしてはな
りません。

分割決済の特則

加盟店規約等の定めにかかわらず、商品券加盟店が PayPay
ユーザーから、通常１回の決済で処理できない複数の PayPay
商品券を併用したい旨の申し出を受けた場合において、それ
ら複数のPayPay商品券を併用するときに限り、商品券加盟店
が通常1回の売上承認依頼とすべき商品等代金を分割して複
数の売上として処理することができます。



新旧対照表（PayPay商品券加盟店特約（エンタープライズ版））

項目 2026年6月14日まで 2026年6月15日以降

第4条

PayPay商品券による決済が行われた場合、 PayPay加盟店規
約第15条の2に定める取消処理は、当該決済に使用された
PayPay商品券の有効期限内のみ実施可能です。

PayPay商品券を支払手段に含む決済が行われた場合、 当該
決済の全部または一部の取消処理は、当該取消処理の時点
において有効期限内の PayPay商品券の金額およびその他の
支払い手段による支払い金額の合計金額を限度として実施可
能です。当該金額を超える取消処理は承認されません。


